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（評価結果の所見） 

本研究領域は、従来のゲノム生物学研究に DNA の物性や構造ゆらぎといった物理学・物理化学

的な要素を導入し、多元的に制御されるゲノムの構造や機能の様式を「ゲノムモダリティ」として

理解することを目的としている。この目的を達成するため、ナノからマイクロに至る様々な階層に

おいて実験および理論研究を推進し、得られたデータをゲノムモダリティ・スィート（GMS）とい

う統合データベースとして公表してきた。このような研究領域運営の取組は、異なる方法論による

連携体制の構築、及び異分野融合の促進をもたらし、新しい学際的な科学分野の発展や若手育成の

観点においても大きく貢献しており評価できる。 
一方、ゲノムモダリティという学術体系がどのようなものであるか明示できる方向性で研究領域を

進めることが望まれるという中間評価結果の所見を得て、そのための取組が行われたものの、ゲノム

モダリティに関する全体像の理解につながる成果は、統合する概念に至る基盤と方針がようやく固ま

りつつあるという印象ではある。しかしながら、計画研究や公募研究の有機的な連携による研究領域

内の共同研究が進んだことによって、研究成果が論文として出始めていることから、今後の進展が期

待できる。 
GMS の活用も含め、本研究領域終了後も本研究領域で構築したネットワークを継続的に活かした

更なる発展が望まれる。 

 


